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として発現したものであった」といえる（青木 1992 参照）。何よりも当概念は，19 世紀に生じた
「市民ナショナリズム（いわゆる民衆運動）」の潮流の中で，高名なドイツの哲学者・神学者・言










さらにナショナリズム研究の第一人者アーネスト・ゲルナー（Ernest Gellner, 1925～1995）の言説 
に裏付けられるように，それは「歴史的に文化的差異化を基礎としながら，新たな高踏文化の創造 
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基づく，実に「理想化された祖国の像」を築き上げようとしたのである（Kohn 1961: 30, in Sugar 1990: 














































変わってくる」と（青木 1993: 6）。 



































































































































 「音楽のナショナリズム」の表象を美学的に解明していく上で，ダールハウスによる 20 世紀後半
の論考は，実に多くの示唆を与えているといえよう。彼の言説によれば，まず「ナショナリズム」
の音楽表象というのは，その国の政治的ナショナリズムの形態（型）や発展段階といった外的要因














































































































但し，ヨーロッパのフォークロア音楽それ自体，民俗学者ヴァルター・ヴィオラ (Walter Wiora, 
1907～97) の研究に示されるように，実際にそれらの旋律型の大半は，実は民衆的なものではなく，
いわゆる文化界（Kulturkreisen）もしくは羊飼いや軍楽隊といった，つまり生業に由来するものであ











































































(ibid.: 565)とする言説に対し，タラスキンは警鐘を鳴らしたのである （see, Taruskin 2001: 689）。 
そもそもタラスキンは「ナショナリズム」の起源について，とりわけ影響力のある理論を呈示し
た B.アンダーソンの論考（Benedict Anderson, Imagined Communities: Reflections on the Origin and 
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：19 世紀「ナショナリズムの音楽」の美学 
 
































史は常に個々の民族の歴史である（da die Geschichte der Menschheit doch immer die Geschichte 
































Ⅲ－２．「フォークロア主義」と「エグゾティスム」   








































Ⅲ－２．「フォークロア主義」と「エグゾティスム」   









































うな特性が「歴史的過程」を通して生じてくる一つの特性として認識されることに始まるのである。   



























して発展する音楽の方向として西洋音楽史上に位置づけられてきたのである（siehe, Dahlhaus 1979: 
429）。つまり西ヨーロッパの「音楽学」がそこで一様に示すのは，19 世紀における「ナショナリ
ズムの音楽」が，いわゆる「音楽の後進国で生起した従属的な現象である」といった見方であった。
例えば，1901 年，早くもドイツの音楽学者フーゴ・リーマン（Hugo Riemann, 1849～1919）は，『ベ
ートーヴェン以降の音楽の歴史 Geschichite der Musik seit Beethoven』(Stuttgart 1901) を著し，「国民
楽派とは，ベートーヴェンを凌駕できない発展の遅れた人たちによる，望郷の念いから結実したも





に位置づけたといえる（Einstein 1950: 30, 70－71, & 346）。同様にグラウト（Donald Jay Grout, 1902
～87）もまた，それを「ヨーロッパの主要な音楽国に対し，これまで長い間，発展の遅滞していた
国々や，さらに従属的関係にあった国々で生起した音楽現象である」と評した（Grout 1947: 454／
グラウト 1991 [1958]: 686）。 
他方，こうした否定的な見方に対して，ヴァルター・ヴィオラは『西洋の音楽文化 Abendländische 
Musikkultur』(Freiburg 1956) という著作の中の「東欧の，いわゆる国民楽派の音楽について Über die 
Sogenannten Nationalen Schulen der Osteuropäischen Musik」と題する論考を通して，「西洋の音楽文
化は若いスラヴ民族の文化やアジアの民族文化からわが身を守らねばならない」（Wiora 1972: 354）
と警告した。またこれより先，ウィーン大学の音楽学者で「音楽学（Musikwissenschaft／Musicology）」
という学問分野を確立したグィード・アドラ （ーGuido Adler, 1855～1941）は『音楽の様式 Der Stil in 
der Musik』（Wien 1919）という書物の中で，「すべての民族に独自の国民様式が存在すること」を
明らかにするとともに，スイスの音楽学者でオルガニストのジャック・（サミュエル）・ハントシ
ン（Jacques [Samuel] Handschin, 1886～1955）もまた，「国民楽派」を「世界的に価値のある，音楽
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るのである（siehe, ebd.: 34）。 
  
















































































































































っぱら表示するとは限らないという事実」を直視しながらも（Dahlhaus 1980: 254），一般に 19
世紀において「自国のフォークロア音楽を引用する」という書法は，当該民族にとっても，確か
に唯一「国民性」を強調する為の美学上の合法的手段になったといえる（Dahlhaus 1979: 433）。 
 このように「ナショナリズムの音楽」の生起はまず「地方性への回帰」が引き金となることで，
「フォークロア主義」や「歴史的プロセスというフィルターを通しての，いわば歴史的な合意が



































論じている（青木 1993: 5）。 
２）歴史学者のハンス・コーンは東西のナショナリズムの特質に触れ，「西欧のナショナリズムが現実に根を降
ろしていたのに対し，東欧のナショナリズムは神話と夢の上に築き上げられている」と指摘した（Kohn 1926, The 
Idea of Nationalism, New York: Macmillian: 457, in Sugar 1990: 10）。 
３）当言説は『ハーバード音楽辞典（第２版）Harvard Dictionary of Music 2nd Edition,』(U.S.A. 1973, 564-565) の
中で定義された初期の概念である。これに対し R.タラスキンは『ニューグローヴ音楽事典（第２版）The New Grove 
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19 「ナショナリズムの音楽」の美学 
 








ロボス（1887～1959）及びメキシコのカルロス・チャベス（1899～1978）に代表される」(Apel 1976: 565)。 
５)カール・ダールハウスによる「音楽のナショナリズム論」としては，例えば「19 世紀の音楽におけるナショ
ナリズムの理念について」（Dahlhaus 1979: 426-435）の他，「ナショナリズムと普遍主義（Nationalismus und 





















に答えるには，ただ客観的に音楽を分析しただけでは不十分だ」とリッサは忠告する（ebd.: 375 u. 377）。こう
してリッサは，音楽において，国民様式のカテゴリーがまず 19 世紀に現れ，「国民楽派がその最高の告示であ
る（“dass die nationalen Schulen sine höchste Emanation sind”）」と提言した（ebd.: 377）。 





















(ed.), Herders SämmtlicheWerke,ⅩⅦ, Berline: Weidmannsche Buchhandlung, 1877-1913: 58／J.G.Herder, Kalligone, 
Sämmtliche Werke, by Hrsg. B.Suphan, Berlin 1880, in Sugar 1990: 18) と考えており，「ハンガリー人やスラヴ人，
ルーマニア人など多くの民族集団の幸福を実現するための遠大な計画を彼ら独自の，彼らの最も大切にするやり









にやどる民衆の声 Stimmen der Völker in Liedern》(ed. by Müller, J.V., Tübingen 1807）には，それぞれ「君主の食
卓，ボヘミアの歴史 Die Fürstentafel, Eine bömische Geschichte」（《民謡集 Volkslieder》Ⅱ[1779]から; in Herder 
1975[1778/1779] : 290-294）や，「山岳の馬，ボヘミアの声 Das Ross aus Berge, Eine bömische Sage」（《歌にや
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Vladimirovich Asaf’yev, 1884～1949）の提唱する概念であり，『過程としての音楽形式』（モスクワ 1947）と題
する理論書の中で音楽の「イントネーション」に関する重要な理論を展開した。即ち，音楽とは「イントネーシ
ョン」によって知覚される芸術で，それは音調を組み立てていくプロセスの中に存すると考えたのである。 















るというものである（see, Tambiah 1993: 57）。 




族主義一般の２つの側面，英雄的なるものと素朴なるものに対応していた」と指摘する（Samson 1996: 21）。 
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